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情報活用能力の育成体系に関する現状と検討課題

情報活用能力の育成体系や指導内容に関する現状
小学校では、教科等に情報活用能力の育成に係る明確な位
置づけがなく、授業時数や指導内容の具体が示されていない
ため、地域や学校による差が大きい。

小学校での指導内容と、中学校の技術・家庭科技術分野
（情報の技術）や高等学校の「情報科」との体系が明確に
なっていない。

探究的な学習との十分な連携が図られていない。

教育課程企画特別部会の議論において、情報活用能力を構
成する各要素の関係は、情報技術の「①活用」を中核的な構
成要素としつつ、情報技術の「②適切な取扱い」と情報技術の
「③特性の理解」を①を発揮するための構成要素と整理し、以
下のイメージを示している。
【小学校段階】
体験的な活動を重視し、①を中核としながら②、③と相まって
培う。
【中学校段階以降】
各要素の内容を深めつつ、より抽象的・科学的な理解を必要
とする③を一層重視する

上記のイメージを踏まえ、探究と情報の一層の連携を意識しつ
つ、発達段階に即した具体の学習活動の検討が必要。

【9/25第１回WG現状と検討課題 再掲】

育成体系や指導内容に係る現状と論点整理・第一回WGを踏ま
えた本日の議論の前提
論点整理において、情報活用能力を各教科等における探究的
な学びを支える基盤と位置付けるべきとされたことを踏まえ、第二
回WGにおいては、各教科等の学習の基盤たる情報活用能力と
して育成すべき資質・能力とは何か、体系的に整理することとする

 この際、情報活用能力として育成すべき資質・能力を体系的に
検討する上では、
 論点整理で示された新たな情報活用能力の構成要素
（情報技術の「①活用」、「②適切な取扱い」、「③特性
の理解」）の観点と、

 育成を目指す資質・能力の三つの柱（このうち「知識及
び技能」、「思考力・判断力・表現力等」）の観点

から情報活用能力を整理し、構造化する必要がある

また、小学校の総合的な学習の時間を履修する前の小学校低
学年における情報活用能力の育成の在り方についても検討する
必要がある

※具体的な検討の方向性は次頁以降に記載



具体的な論点・検討の方向性

小中高校段階を通じた情報活用能力の体系的・抜本的な
教育内容の充実のあり方
（資質・能力の整理）
情報活用能力として育成すべき資質・能力を、論点整理
で示された新たな情報活用能力の構成要素（情報技術
の「①活用」、「②適切な取扱い」、「③特性の理解」）の
観点と、育成を目指す資質・能力の三つの柱（このうち「知
識及び技能」、「思考力・判断力・表現力等」）の観点か
ら、P.6「情報活用能力として育成すべき資質・能力を体系
的に整理するイメージ」のとおり整理・構造化してはどうか

その上で、前述の情報活用能力の体系的な整理・構造化
を踏まえ、論点整理で示された新たな情報活用能力の構
成要素ごとに育成を目指す資質・能力を次のとおり表して
はどうか

 「①活用」：情報技術を自由自在に活用し、自らの人生
や社会のために課題解決や探究ができる力がこれからの
時代を生きる上で不可欠であることから、育成すべき資
質・能力は、情報技術を活用し、情報を収集、整理・分
析、まとめ・表現するための知識・技能を身に付け、それら
を結び付けて課題を解決するとともに、未知の状況におい
てもそれらを発揮できる力としてはどうか

 「②適切な取扱い」：「①活用」する力を発揮するために情
報技術が認知や行動に与えるリスクへの対応が必要となる
ことから、育成すべき資質・能力は、情報技術に関する法や
制度、権利、マナー、セキュリティ、健康に与える影響等に
関する知識・技能を身に付け、情報技術を安全に取り扱
い、情報社会において責任をもって行動する力としてはどう
か

 「③特性の理解」： 「①活用」する力を発揮するために情
報技術の仕組みや特性への理解が必要であり、特に高校
段階では、高等教育段階での数理・データサイエンス・AI教
育の動向や社会人のデジタルスキル標準とも連動した、文
理問わず生成AI時代に不可欠な基礎的な素養が求めら
れる

 上記を踏まえ、育成すべき資質・能力は、情報技術の仕
 組みや特性（コンピュータ、AI、プログラミング、デザイン、
データの扱い、メディア等）に関する知識・技能を身に付

 け、自己の目的や社会課題の解決に繋がる情報技術の
活用、改善の在り方を構想・表現する力としてはどうか

２



具体的な論点・検討の方向性
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（留意すべき事項）
 資質・能力を整理する際には、以下について留意する必要が
ある

• 情報活用能力は各教科等における探究的な学びを支
える基盤として位置付けられるべきとされていること（情
報活用能力の学習の基盤としての位置付け）

• 学習の基盤となる資質・能力としては「情報技術の活
用」に絞って示すべきとされていること（情報活用能力
の範囲）

• 情報技術は加速度的に進化するため絶えず学習活動
が刷新されうること（情報技術の変動性）

 現在「情報及び情報技術を活用」する力となっているが、
言語能力との重複があるとの指摘

 現代社会で情報技術を介さない情報活用に係る能力の
育成は実践イメージが持ちにくい

論点整理では、「今般の情報教育の充実を契機に、学習の
基盤となる資質・能力としては「情報技術の活用」に絞って示
す（「情報の活用」は各教科等の特質に応じて指導する）」
方向性が示された

 前述の最後の点（情報技術の変動性）については、論点
整理において、「情報活用能力の育成に資する指導内容
は、情報技術の加速度的な進化に対応し刷新を図っていく
必要があるため、学習指導要領解説の一部改訂をタイム
リーに行うことを検討すべき」と示されていることを踏まえると、
整理する資質・能力の体系において、具体の学習活動を詳
細に示すと内容の陳腐化を招く恐れがある

 したがって、本WGとして示す情報活用能力の体系性につい
ては、
 「解説」に具体的な内容を記載することとした上で、
「解説」のタイムリーな改訂を実施（教科書の検定サ
イクルを念頭）

 「解説」よりも機動的に対応することが必要なものにつ
いて、国が作成した教材の見直しや、ガイドライン等を
通じて対応

することを前提としつつ、育成されるべき資質・能力を、詳細
な視点によるのではなく、俯瞰的に把握する観点から整理し
てはどうか



具体的な論点・検討の方向性
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（体系性の検討）
 情報技術の「①活用」を中核的な構成要素とし、「②適切な取

扱い」「③特性の理解」を「①活用」を発揮するための構成要素
とする方向性や、小学校と中学校・高等学校では、専門的に学
習する教科等の有無や教員の専門性などの差異があることを踏
まえ、
 高等教育段階での数理・データサイエンス・AI教育や社
会人のデジタルスキル標準とも連動し、高校段階までに、
文理問わず生成AI時代に不可欠な基礎的な素養であ
る「③特性の理解」を身に付けることを一層重視し、「①
活用」を通じて課題を解決できるようにする

 中学校段階では、高等教育を見据えた高校段階での学
習への円滑な接続や、小学校段階で新たに整理・充実さ
れる内容との系統性を踏まえるとともに、抽象的・科学的
な理解を必要とする「③特性の理解」を身に付けることを
一層重視し、「①活用」を通じて課題を解決できるように
する

 小学校段階では、「①活用」を中心として、体験的な学
習活動を重視しつつ、日々の情報社会との関わり合いに
おいて不可欠な「②適切な取扱い」や基礎的な「③特性
の理解」の着実な育成を図る

 ことと整理してはどうか

 特に小学校低学年に関しては、発達の段階を踏まえ、
「③特性の理解」は、「①活用」を通して体験的に初歩的
なものを学ぶこととするとともに、「②適切な取扱い」につい
ても同様に「①活用」を通して体験的に学ぶ中で一体的
に扱う方向性としてはどうか ※次回の生活・総合WGと
の合同WGでさらに議論を深める

 なお、生成AIについては、児童生徒が普段利用する検
索エンジンなどにも組み込まれ、日常的に触れているとの
指摘もある
このような状況を踏まえつつ、生成AIは資質・能力の育
成に寄与するか、教育活動の目的達成の観点から効果
的であるかを吟味しつつ利活用を検討すべきであり、特に
小学校段階においては、発達段階に応じつつ、まず「②
適切な取扱い」、「③特性の理解」を学んだ上で「①活
用」を通した体験的な学びを深める方向性としてはどうか
※中・高含め今後の本WGで議論を深める



情報活用能力の整理・構造化に向けた議論の流れ

①活用

②適切な
取扱い

③特性の
理解

現状

論点整理

第２回
情報・技術

WG

今後の
情報・技術

WG

小学校 中学校 高校

 情報活用能力の枠組みについて、情報技術の「①活用」を情報活用能力の中核的な構成要
素とし、「②適切な取扱い」、「③特性の理解」を「①活用」を発揮するための構成要素と整理

 各教科等で情報活用能力の育成を位置付ける前提として、小・中・高等学校における情報活用能力とし
て育成すべき資質・能力の体系的な整理・構造化を実施（第２回WG）

 「新たな枠組み」の具体化とともに、情報活用能力の体系的な整理を踏まえ、小学校総合的な学習の時
間の「情報の領域（仮称）」、中学校情報・技術科（仮称）、高等学校情報科における「中核的な概
念等」の具体化等について検討

各教科等 技術・家庭科 技術分野 情報科
各教科等の学習活動を
通じて学ぶ（どこで何を学
ぶか明記なし）

技術・家庭科（技術分野）
の一領域（D 情報の技術）
で学ぶ

情報科で内容を学ぶA B

C D
A：材料と加工の技術
B：生物育成の技術
C：エネルギー変換の技術

情報Ⅰ：情報社会の問題解決、コミュニケーション
とデザイン、コンピュータとプログラミング、情報
通信ネットワークとデータの活用

情報Ⅱ：情報社会の進展と技術、コミュニケーションと
コンテンツ、情報とデータサイエンス、情報シス
テムとプログラミング、情報と情報技術を活用
した問題発見・解決の探究

情報の領域（仮称）
（総合的な学習の時間に付加） 情報・技術科（仮称） 情報科

一定の時間を確保して
内容の着実な育成を図る

学ぶ内容を深め、広げる
（情報の技術以外の領域でも産業の
現状も踏まえ、情報技術活用の観点
を重視）

小・中の充実を踏まえ、
内容を深める方向で改善

「新たな枠組み」へ

５



情報活用能力として育成すべき資質・能力を体系的に整理するイメージ

・組み合わせによる効果的
な情報収集の方法を身に
付ける
・情報やデータを構造化し
科学的に分析し論理的に
考察する方法を身に付ける
・情報技術を統合した効果
的な表現技能を身に付ける

・効率的な情報収集の方
法を身に付ける
・情報やデータの統計的な
分析の方法を身に付ける
・複数の情報技術の組み
合わせた表現技能を身に
付ける

・権利に係る基本的な法・
制度や責任を理解する
・倫理的配慮や情報セキュ
リティの基本を理解する
・心身を含むリスク評価と適
切な対処を理解する

・法や倫理等を多面
的に考え、情報セキュ
リティを踏まえつつ、情
報技術のリスクを評価
して適切に行動するこ
とができる

・情報技術の仕組みを理解
する
・AIの仕組みと社会での活
用を理解する
・アルゴリズムの理解と構造
的な表現方法を身に付ける
・ユーザ視点の情報デザイン
を理解する
・データの効率的な管理・
活用の仕方を身に付ける
・メディア特性が受信・発信
に与える影響を理解する
・技術による社会のシステム
化を理解する

・情報技術の特性や信
頼の多面性を踏まえ、情
報やデータを統計的・多
角的に分析し根拠を判
断したうえで、解決策を
論理的に構成・適切に表
現し、効果的な議論を経
て課題を解決できる

・法・制度の意義や責任を
理解する
・倫理的な配慮を踏まえた
適切な活用に関し理解する
・情報セキュリティを踏まえた
リスクと利便性の評価・管理
を理解する

・法・制度の意義や倫理
的課題を考察し責任を
もつことや、情報セキュリ
ティを踏まえつつ、情報技
術のリスク、利便性、信
頼性等を評価して適切
に行動することができる

・情報技術の原理を科学的に理
解する
・AIの特性と課題を踏まえた活
用の方法を身に付ける
・アルゴリズムやシステム構築の設
計と評価の方法を身に付ける
・ユーザ中心の情報設計・評価
の方法を身に付ける
・データの科学的分析・解釈や、
モデル化、シミュレーションを理解
する
・メディア・ツールの統合・活用の
方法を身に付ける
・技術発展の影響を多面的に理
解する

・先端技術を含む情
報技術の原理や特
性を踏まえ、AIやア
ルゴリズム、情報デザ
イン、データ分析、モ
デリング、シミュレーシ
ョン、メディア・ツール
の活用と社会的視
点を統合し、生活や
社会における専門的
な課題を分析し的
確に捉えて、解決策
を創造的に構想・表
現することができる

知識及び技能 思考力、判断力、表現力等

 情報活用能力の学習の基盤としての位置付け、情報活用能力の範囲、情報技術の変動性に留意しつつ、情報活用能
力の構成要素別に（情報技術の①活用、②適切な取扱い、③特性の理解）、各学校段階で育成すべき主な資質・能
力の例を以下のとおり「知識及び技能」と「思考力、判断力、表現力等」に整理してはどうか

小学校 中学校 高等学校
知識及び技能 思考力、判断力、表現力等 知識及び技能 思考力、判断力、表現力等

・複数の手段により効
果的に収集した情報
やデータを統計的に分
析し根拠を判断したう
えで、適切な情報の加
工をもって課題を解決
できる

・情報技術の仕組み
や特性を踏まえ、AI
やアルゴリズム、情報
デザイン、データ分析
、メディアの活用と社
会的視点を統合し、
生活や社会における
課題を多面的に分析
して解決策を構想・
表現することができる
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情
報
技
術
の
活
用

情
報
技
術
の
適
切
な
取
扱
い

情
報
技
術
の
特
性
の
理
解

1

2

3

情報の収集

整理・分析

まとめ・表現

基本的な
操作

課題の設定

法や制度

倫理

安全

アルゴリズム・
プログラミング

デザイン

データの扱い

情報及びコンピ
ュータの原理

コミュニケーショ
ンやメディア

AI

社会的役割

・適切な方法で
情報やデータを
収集・整理し傾
向を明らかにした
うえで、目的に応
じて効果的に表
現し、身近な課
題を解決できる

・多様な情報収集の
方法を身に付ける
・情報やデータを整理
し傾向を把握する方
法を身に付ける
・目的に応じた表現技
能を身に付ける
・情報技術の適切な
操作を身に付ける

・自他の権利やルール、
マナー、セキュリティを理解
する
・生活や健康への影響、
安全管理を理解する
・メディアにより情報や印
象が異なること、誤情報・
悪意のある情報もあること
を理解する

・権利と責任、
ルールとマナー、
セキュリティ、情
報技術の活用
による影響等を
踏まえて適切に
行動することが
できる

・生成AIを含む情
報技術の基本的な
仕組みや特性を理
解する
・コンピューターに指
示するために必要
な手順を理解する

・情報技術の特性
を踏まえ、プログラミ
ング的思考に基づき
、身近な課題の解
決策を表現すること
ができる



情報活用能力の位置付け等について

世の中の様々な事象を情報とその結び付きとして捉え、情報及び情報技術を適切かつ効果的に活用して、
問題を発見・解決したり自分の考えを形成したりしていくために必要な資質・能力
 「情報活用能力をより具体的に捉えれば、学習活動において必要に応じてコンピュータ等の情報手段を適切に用いて情報を得たり、情報を整理・比較した

り、得られた情報を分かりやすく発信・伝達したり、必要に応じて保存・共有したりといったことができる力であり、さらに、このような学習活動を遂行する上で
必要となる情報手段の基本的な操作の習得や、プログラミング的思考、情報モラル、情報セキュリティ、統計的に関する資質・能力等も含むもの。」

 「こうした情報活用能力は、各教科等の学びを支える基盤であり、これを確実に育んでいくためには、各教科等の特質に応じて適切な学習場面で育成を
図ることが重要であるとともに、そうして育まれた情報活用能力を発揮させることにより、各教科等における「主体的・対話的で深い学び」へとつながって
いくことが一層期待されるものである。」

（知識及び技能）
情報と情報技術を活用した問題の発見･解決等の方法や、情報化の進展が社会の中で果たす役割や影響、情報に関する法･制度やマナー、個
人が果たす役割や責任等について、情報の科学的な理解に裏打ちされた形で理解し、情報と情報技術を適切に活用するために必要な技能を身
に付けていること。
（思考力・判断力･表現力等）
様々な事象を情報とその結びつきの視点から捉え、複数の情報を結びつけて新たな意味を見出す力や、問題の発見･解決等に向けて情報技術を
適切かつ効果的に活用する力を身に付けていること。
（学びに向かう力・人間性等）
情報や情報技術を適切かつ効果的に活用して情報社会に主体的に参画し、その発展に寄与しようとする態度等を身に付けていること。

現行学習指導要領下における情報活用能力の位置付け・範囲

教育課程企画特別部会における議論等

７

❷情報技術の加速度的な進化への対応❶「情報技術の活用」に絞って示す
①現在「情報及び情報技術を活用」する力となっているが、言語能力と
の重複があるとの指摘
②現代社会で情報技術を介さない情報活用に係る能力の育成は実
践イメージが持ちにくい

情報活用能力については、今般の情報教育の充実を契機に、学習の
基盤となる資質・能力としては「情報技術の活用」に絞って示すとともに
（「情報の活用」は各教科等の特質に応じて指導）、各教科等のみ
ならず、探究的な学びを支え、駆動させる基盤として位置付けるべき【論
点整理】

子供たちが生きる2040年代以降、情報技術の更なる進展が想定さ
れ、特に社会の課題解決では加速度的に進む（Society5.0）。

【5/12教育課程企画特別部会資料】
「情報活用能力の育成に資する指導内容は、情報技術の加速度的
な進化に対応し刷新を図っていく必要があるため、学習指導要領解
説の一部改訂をタイムリーに行うことを検討すべき」【論点整理】

※出典：学習指導要領解説総則編
幼稚園、小学校、中学校、高等学校及び特別支援学校の 学習指導要領等の改善及び必要な方策等について（答申）（平成28年12月中央教育審議会）

資質・能力の体系において、具体の学習活動を詳細に示すと内容の陳腐化の恐れ



幼児教育 小学校
低学年 中学年 高学年

中学校 高等学校

遊びを通
した学び

生活科
※具体的な活動
や体験を通じた

学び

探究

総合的な
学習の時間

総合的な
探究の時間

情報科

 主体的に学び、自らの人生を舵取りする力の育成や、多様で豊かな可能性を開花させる教育の実現を図るためには、一人
ひとりが初発の思考や行動を起こしたり、好奇心を深掘りする中で、学びを主体的に調整し、自身の豊かな人生やより良い社
会につなげていく「質の高い探究的な学び」の実現が不可欠

 この実現に向け、情報活用能力を各教科等のみならず、探究的な学びを支え、駆動させる基盤と位置付け、探究・情報の
双方の観点から大幅な改善を図る (1) (4)とともに、教育の質向上と教師の負担軽減を両立させる方策(2)(3)(5)を検討すべき

（1）総合的な学習の時間に情報
活用能力を育む領域を付加すべき。
その際、自己の生き方を考えていく
ための資質・能力を育成するという、
探究の特質が十分に発揮されるよう
留意すべき

（4）探究の質の向上を図る上で基盤となる情報活用能力の抜本的向上に向けて、
技術分野の内容の大幅な充実を図るべき

（2）探究の質の向上及び学校の負担軽減を
図るため、実践の蓄積を可視化する形で、裁
量性を維持しつつ、教員や児童・生徒が参照
できる参考資料を作成すべき

（3）中学校及び高等学校での実践の蓄積や、新たな枠組みの全体像を踏まえ、
「目標」等の示し方を検討すべき。その際、小中学校での名称についても検討すべき

（5）情報技術は変化が極めて激しいことを踏まえ、教師の負担を軽
減する動画教材等を国が提供・更新すべき

総合的な
学習の時間

＋情報の領域
（仮称）

情報・技術科
（仮称）

※自己の在り方生き方と一体
不可分な課題に取り組む

※課題解決を通じて
生き方を考える

活用

自発的な活動としての

※小中の系統性を踏まえて情報科
の内容を充実する方向で検討

活用 活用

各 教 科 等

８

補足イメージ４－⑥

※育んだ情報活用能力を各教科での探究的な学びを支え、駆動させる基盤としても活用

質の高い探究的な学びの実現に向けた新たな枠組み（ ②全体イメージ）

活用 活用

活用

令和７年９月２５日 教育課程企画特別部会論点整理



「学習の基盤となる資質・能力」の整理の方向性

⾔語能⼒
各教科等において育む資質・能力
国語

学習の基盤となる資質・能力
社会 数学

理科 美術 保健体育

総合的な学習（探究）の時間

＜問題発見・解決能力＞
① 児童生徒が取り組む課題に伴って能力の具体が変わるものであり、全ての学習の

「基盤」として発揮可能な資質・能力をあらかじめ明確化することは困難
② また、こうした力は、本人にとって意義のある文脈で質の高い問題発見・解決を繰

り返す中で発揮できるようになるものであり、そうした文脈から切り離して育成するこ
とは難しいとの指摘もある

③ 一方、各教科等で培った資質・能力を総動員し、個々の関心等に応じて様々な
問題を発見し解決していく力を育む重要性は増している
今般検討している探究的な学びの充実は、「問題発見・解決」の要素と不可分
一体（論点資料「３．検討の方向性」）
「学習の基盤となる資質・能力」として示すのではなく、総合の目標の学校段階に応じ
た示し方を検討する中で、問題発見・解決の要素を重視するとともに、各教科等の学
習の過程で問題発見・解決が重視されることを示すべき

＜情報活用能力＞
① 現在「情報及び情報技術を活用」する力となっ

ているが、言語能力との重複があるとの指摘
② 現代社会で情報技術を介さない情報活用に係

る能力の育成は実践イメージが持ちにくい
今般の情報教育の充実を契機に、学習の基盤と
なる資質・能力としては「情報技術の活用」に絞っ
て示すべき（「情報の活用」は各教科等の特質に
応じて指導）
各教科等のみならず、探究的な学びを支え、駆動
させる基盤として位置付けるべき

＜言語能力＞
全ての学習を支える基
盤として重要な役割を
果たしている

現行の整理を前提
としつつ、見直しが
必要な部分がない
か検討すべき

これらのことを前提としつつ、学習の基盤となる資質・能力の全体について、今後総則・評価特別部会等において詳細に整理すべき

情報活用能⼒

言語を用いてテクスト（情報）を理解し、文章や発話により表現するための力

総合の目標等において重視

他教科で育成した資質・
能力を総合的に活用

学
習
の「
基
盤
」と
し
て
示
す

資
質
・能
力
は
２
つ
に
絞
る

日々の学習や生
涯にわたる学びを
基盤として支える

各教科等の
内容を通じて
育成を図る

主
体
的
・
対
話
的
で
深
い
学
び

質
の
高
い
学
習
過
程

問題発見・解決
各教科等の学習の過程として重視 問題発見・解決能力

※言語能力や情報活用能力は問題発見・解決の過程においても発揮されることに留意

情報技術を適切かつ効果的に活用することに絞って示し、探究的な学びを支
え、駆動させる基盤として位置付ける

９

補足イメージ４－⑦

令和７年９月２５日 教育課程企画特別部会論点整理



参考資料・データ

10



現行学習指導要領において育成を目指す資質・能力の三つの柱

11幼稚園、小学校、中学校、高等学校及び特別支援学校の学習指導要領等の改善及び必要な方策等について（答申）（平成28年12月21日中央教育審議会）補足資料 



12

…豊かな創造性を備え持続可能な社会の創り手となることが期待される児童に、生きる力を育
むことを目指すに当たっては、学校教育全体並びに各教科、道徳科、外国語活動、総合的な学
習の時間及び特別活動の指導を通してどのような資質・能力の育成を目指すのかを明確にし
ながら、教育活動の充実を図るものとする。その際，児童の発達の段階や特性等を踏まえつつ、
次に掲げることが偏りなく実現できるようにするものとする。
⑴ 知識及び技能が習得されるようにすること。
⑵ 思考力、判断力、表現力等を育成すること。
⑶ 学びに向かう力、人間性等を涵養すること。 ※中・高学習指導要領に同様の記載

小学校学習指導要領（第１章第１の３）（ｐ18）

小学校における教育は、…生涯にわたり学習する基盤が培われるよう、基礎的な知識及び技能
を習得させるとともに、これらを活用して課題を解決するために必要な思考力、判断力、表現力
その他の能力をはぐくみ、主体的に学習に取り組む態度を養うことに、特に意を用いなければな
らない。 ※他学校種も同条を準用

学校教育法（昭和二十二年法律第二十六号）（抄） 第三十条



①知識及び技能が習得されるようにすること
資質・能力の育成は、児童が「何を理解しているか、何ができるか」に関わる知識及び技能の質や量に支えられて
おり、知識や技能なしに、思考や判断、表現等を深めることや、社会や世界と自己との多様な関わり方を見いだ
していくことは難しい。一方で、社会や世界との関わりの中で学ぶことへの興味を高めたり、思考や判断、表現等を
伴う学習活動を行ったりすることなしに、児童が新たな知識や技能を得ようとしたり、知識や技能を確かなものとし
て習得したりしていくことも難しい。こうした「知識及び技能」と他の二つの柱との相互の関係を見通しながら、発達
の段階に応じて、児童が基礎的・基本的な知識及び技能を確実に習得できるようにしていくことが重要である。

②思考力、判断力、表現力等を育成すること
児童が「理解していることやできることをどう使うか」に関わる「思考力、判断力、表現力等」は、社会や生活の
中で直面するような未知の状況の中でも、その状況と自分との関わりを見つめて具体的に何をなすべきかを整理
したり、その過程で既得の知識や技能をどのように活用し、必要となる新しい知識や技能をどのように得ればよい
のかを考えたりするなどの力。
この「知識及び技能を活用して課題を解決する」という過程については、大きく分類して次の三つがあると考え
られる。
・ 物事の中から問題を見いだし、その問題を定義し解決の方向性を決定し、解決方法を探して計画を立て、結果
を予測しながら実行し、振り返って次の問題発見・解決につなげていく過程
・ 精査した情報を基に自分の考えを形成し、文章や発話によって表現したり、目的や場面、状況等に応じて互い
の考えを適切に伝え合い、多様な考えを理解したり、集団としての考えを形成したりしていく過程
・ 思いや考えを基に構想し、意味や価値を創造していく過程

③学びに向かう力、人間性等を涵養すること
児童が「どのように社会や世界と関わり、よりよい人生を送るか」に関わる「学びに向かう力、人間性等」は、
他の二つの柱をどのような方向性で働かせていくかを決定付ける重要な要素である。 13

小学校学習指導要領解説総則編（第３章第１節３）（ｐ36～38）



学習指導要領の構造に関する現状と課題

各教科等の目標・内容が「知
識及び技能」、「思考力、判
断力、表現力等」、「学びに
向かう力、人間性等」の３つ
の資質・能力の柱で整理され
た

特に、内容は、「知識及び技
能」と「思考力、判断力、表
現力等」を中心に一定の構
造化が図られた

総則における「主体的・対話
的で深い学び」の視点からの
授業改善の提起により、知
識相互を関連付けてより深く
理解することなど、学びの質
（深さ）を追究する方向性
を明確化した

① 資質・能力の深まりのイメージが掴みにくい
「個別の知識を学びながら、新たな知識が既得の知識及び技能と関連付けら

れ、各教科等で扱う主要な概念を深く理解し、他の学習や生活の場面でも活
用できる」ことを目指す授業を創る上で、個別の知識や技能が関連付けられた
状態、各教科等の主要な概念の深い理解との関係（「タテ」の関係）のイメー
ジしやすさに改善の余地がある

② 資質・能力の複数の柱を一体的に育成するイメージが掴みにくい
     「『思考力、判断力、表現力等』を発揮することを通して、深い理解を伴う知

識が習得され、更に『思考力、判断力、表現力等』が高まる」 授業を創る上で、
「知識及び技能」と「思考力、判断力、表現力等」の相互の関係（「ヨコ」の関
係）のイメージしやすさに改善の余地がある

③ 教科書「を」教える授業、「本時主義」からの脱却に至っていない
  ①、②の課題も相まって、学習指導要領と児童生徒・地域の実態を踏まえ、
「どのような力（資質・能力）を身に付けて欲しいか」という認識から出発し、その
ための授業のまとまり（単元や題材）を構想し、その上で、教科書や教材をどう
使い、一コマ一コマの授業を創るというプロセスが実現しにくいのではないか

→①～③の課題を解決することが、教師が「深い学び」を実現する授業のイメージ
を掴み取りやすくするために不可欠といえる

【前回改訂における改善】 【なお残る課題】



分
か
り
に
く
い
と
の
指
摘



授
業
改
善
に
一
定
の
成
果※「学びに向かう力、人間性等」は、目標で

整理されたものを内容で共通的に扱う

14

※以下本資料で、「知・技」は 「知識及び技
能」を、  「思・判・表」 は「思考力、判断
力、表現力等」を、 「学・人」 は「学びに
向かう力、人間性等」を指す

令和７年９月２５日 教育課程企画特別部会論点整理



具体的な方向性と論点

①構造化
 各教科等の「中核的な概念の深い理解」「複雑な課題の解決」（以下「中核的な

概念等」という。）を中心に、学習指導要領の目標・内容の一層の「構造化」を図る
観点から、「知識及び技能」、「思考力、判断力、表現力等」に応じた中核的な概
念等の具体について、共通性を重視しつつ、各教科等の特性も踏まえて検討すべき

 その際、学校段階や教科等の特性を踏まえつつ、各教科等の中核的な概念等の獲
得に重点を置くために必要な学習内容を検討したり、必要に応じた精選を行う方向
で検討すべき

 構造化は、記載の冗長・複雑さの改善によるスリム化、教科等や学年等を横断した
俯瞰しやすさの向上にも資するものであり、そうした観点も踏まえて検討すべき

 以上の必要に応じた精選を含む構造化の基本的な方針について、今後、総則・評
価特別部会で速やかに検討した上で、各教科等WGで当該方針を踏まえて具体の
検討を丁寧に進めるべき

 構造化は、これからの社会を創り出していく子供たちに必要な資質・能力を一層明ら
かにするものであり、「社会に開かれた教育課程」の理念を具現化するものといえる

※ 基礎的・基本的な内容との関係
 令和７年度全国学力・学習状況調査の結果等でも、各教科での基本的概念の理

解・定着に課題が見られた
 本部会でも、例えば分数の計算に当たって、前提としての分数の概念が理解できて

いない小学生が多い等のデータを踏まえ、認知心理学等の観点から、個別の知識の
集積に止まらない概念としての習得や意味理解を含む「深い学び」を促す指導の重
要性を検討してきた

 こうした中で提起した中核的な概念等による教科等の目標・内容の構造化は、「深
い学び」を実現する授業のイメージを教師が持てるようにすることで、「確かな知識」の
習得にも寄与するものであり、そうした視点を踏まえて今後のWGでの検討も行うべき

【論点】
【検討の方向性】

15

論点① より「深い学び」を実現する授業のイ
メージを教師が持てるよう、前回改訂の構造
化を更に発展させ、

(i) 「知識及び技能」相互、 「思考力、判
断力、表現力等」相互の「タテ」の関係、

(ii) 「知識及び技能」と「思考力、判断力、
表現力等」の相互の「ヨコ」の関係、

を教師が「掴み取りやすくする」ための改善を
行うことが必要である

令和７年９月２５日 教育課程企画特別部会論点整理



「タテ・ヨコの関係」の可視化による「深い学び」の具現化

知識及び技能 思考力、判断力、表現力等

個別の知識や技能
(例）

中核的な概念の深い理解

(例) 関数を使えば未知の状況を予測できる

個別の知識や技能が
中核的な概念と結びついて
相互に関連付けられる

＜生きて働く＞

他の学習や生活の場面でも活用できる

個別の思考力、判断力、表現力等
(例) ・二つの数量の変化・対応関係を見いだし、式やグラフ

を用いて考察する
・現実の事象にある二つの数量の関係を関数と仮定し
て処理したりその結果に基づいて判断する

複雑な課題の解決

（例）現実の事象を数式でモデル化し、未知の状況を
予測して、具体的な解決策を選択する

＜未知の状況にも対応できる＞

知識・技能を活用しながら、未知の場面でも課題を解決できる

・比例・反比例の理解
・一次方程式の解き方
・二元一次方程式を関数としてみなせることの理解
・現実の事象を関数でモデル化できることの理解
・二次関数でモデル化できる事象があることの理解

「タテ」
の関係① 「ヨコ」

の関係

知識の理解も、それが生きて働くように深く学ぶことが重要（タテの関係①）。思考力・判断力・表現力等も、社会や生活で直面する
未知の状況でも課題解決に繋げていけるよう「質」を高めることが重要（タテの関係②）

ある程度の知識・技能なしに思考・判断・表現することは難しいし、思考・判断・表現を伴う学習活動なしに、知識の深い理解と技能の
確かな定着は難しい（ヨコの関係）
こうした「タテ・ヨコの関係」を学習指導要領上で可視化することにより、資質・能力の関係性の理解や、それらを一体的に育成す
るための教師の単元づくりを助け、「深い学び」を授業で具現化しやすくする
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補足イメージ２－①

「タテ」
の関係②

複雑な課題の解決に向け
て、個別の思考力・判断
力・表現力等を総合的に
働かせる

令和７年９月２５日 教育課程企画特別部会論点整理



1
8

情報活用能力を育成するために想定される主な学習活動イメージ（R7.10.20時点）

情
報
技
術
の
活
用

情
報
技
術
の
適
切
な
取
扱
い

情
報
技
術
の
特
性
の
理
解

中学年・高学年 中学校 高等学校低学年 小学校
1

2

3

情報の収集

整理・分析

まとめ・表現

基本的な
操作

課題の設定

法や制度

倫理

安全

アルゴリズム・
プログラミング

デザイン

データの扱い

情報及びコンピ
ュータの原理

コミュニケーショ
ンやメディア

AI

社会的役割

・情報やAI等に関わる権利を理解する
・著作権などを理解する
・自分の発信等が情報社会をつくることを認識する
・コンピュータを活用する際の社会的なルールを知る
・ルールを守る大切さ、情報の大切さを理解する
・インターネット上のルールやマナーを理解する
・ID・パスワードの安全な管理 ・インターネットのリスク
・情報セキュリティ ・健康への影響、計画的な利用
・メディアによって受けとる情報や印象が異なること
・情報社会には大量の情報があふれ、中には誤情報・悪意のある
情報があること ・AIへの態度 を理解する

・法制度・倫理を社会の実例と関連して理解する
・法制度や倫理を根拠として情報技術を活用する
・AI活用に関する法制度や倫理の知識を理解する

・情報技術の利用のリスクを理解し、利便性に応
じた適切な利用方法を判断する
・社会的価値や倫理的配慮を理解する

・情報技術の仕組みの科学的な理解に基づき安全・信頼
性を判断する  
・情報技術の進展が社会や生活に与える影響を理解する

・情報の基本的な特徴 ・コンピュータの存在 ・コンピ
ュータの動作とプログラム ・インターネット、クラウド を
理解する

活用を通して
体験的に学ぶ

・コンピュータの有用さ、手順を知る ・プログラムを作
成する ・センサ制御を理解する ・コンピュータに意図
した処理を行わせる

・データを適切に保存、管理、検索する
・アカウントの閲覧、編集権限を理解する

・メディアの特性 ・インタラクティブコンテンツ ・エコ
ーチェンバー、フィルターバブル を理解する

・生成AIの基本的な特性を理解する
・生成AIを体験する

・社会におけるコンピュータの活用
・情報化に伴う産業や国民生活の変化 を知る

・情報の表現方法を比較し、利点や限界を踏まえた科学的な理
解に基づき適切に選択・活用する
・先進技術の基礎の構成要素や仕組みを科学的に理解する

・適切なアルゴリズムやデータ構造の選択・設計を理解する
・処理効率や可読性を考慮しアルゴリズムを改善する
・設計から開発・評価までのプロセス管理手法を理解する

・クリエイティブソフトウェアなどの科学的な特性に基づいてデザインす
る
・デザイン思考に基づいて制作する ・UI/UX デザインを理解する
・データを根拠に仮説を立てシミュレーションを行う
・プログラミングを用いてデータ処理や可視化をする
・ データセットの作成やモデリングをする
・協働的に探究を進めるため、メディアを複合的に活用する
・ ICTツールを複数活用した解決策を創出する
・先進技術を活用して制作物を発信する

・AIの基本的な仕組みを科学的に理解する
・生成AIを用いて表現する
・AIの限界や倫理的側面を踏まえ活用する

・情報技術の進展が社会や生活に与える影響を理解する
・情報技術の利点と制約を踏まえた課題解決の方策を知る
・技術活用に伴う社会的影響や課題を理解する

・情報を整理して可視化する
・目的に応じて効果的にデザインする

・情報収集を効果的に行い、手法を複合的に用いる
・データの信頼性・妥当性を評価する

・多角的に比較・分析し論理的に考察する
・モデル化するための手法を理解する

・課題に応じ先端技術を適切に選択し活用する
・課題を抽象化・モデル化する

探究プロセスのうち「課題の設定」においては、情報を収集したり、整理・分析したり、まとめ・表現したりすることがある。その際、情報技術を
活用して「情報の収集」、「整理・分析」、「まとめ・表現」する力である情報活用能力が下支えするように機能することが想定される。

・情報や知的財産に関わる権利や法律を理解する
・AIを利用する上での制度を理解する
・情報社会における責任、義務を理解する
・認知や社会への影響を踏まえコンピュータを活用する
・ルールを守る社会的意味を知る ・情報技術に関わる
倫理観、インターネット上のルールやマナーを踏まえて行動
する
・情報技術の評価 ・インターネットのリスクと利便性
・情報セキュリティ ・ネット依存も踏まえた適切な利用・環境構築 ・
情報化の社会への影響、参画 ・AIによるメディアの加工
・情報メディアの特性や影響を踏まえた情報発信やフェイクニュース
の判別 ・セキュリティを守る設定やスキャン等の方法 を理解する

・表現、記録、計算の原理、法則 ・情報のデジタル化、
処理の自動化、システム化、ネットワークの構成 ・Web
ページの約束事 ・計測、制御システム を理解する

・アルゴリズム ・情報処理の手順 ・変数、リスト、しき
い値 ・インタラクティブコンテンツの制作 ・CAD、プロ
グラミングソフトウェア、AIツールの操作 を理解する

・情報のデジタル化やデータの取得をする
・データベースの仕組みを理解し利用する

・ユーザーインターフェースを理解する
・人間中心の設計に情報をデザインする

・インタラクティブコンテンツを理解し制作、問題解決する
・情報技術に内在するバイアスを理解する

・AIの基本的な仕組みを理解する ・生成AIを利
用し課題解決する ・画面認識AI等を体験する

・データと情報 ・情報伝達技術の発展 ・社会におけるコ
ンピュータやシステムの役割 ・情報通信技術による問題
解決方策 ・DX ・サイバー空間 ・IoT を理解する

・Webの仕組みを踏まえ安全で効率的に情報を収
集する ・センサで事象を計測しデータを収集する

・データを根拠として事象の分析してその傾向を解釈し、
意思を決定する ・生成AIを活用しアイデアを整理する

・デジタルファブリケーションにより発信、表現する
・Webページ、SNSにより発信、交流する

・Web上から情報収集する
・Webアンケートにより情報を収集する
・目的・条件に応じWebを活用して情報を収集する
・表やグラフなどの作成方法を理解する
・図表などを用いて情報を整理する
・図表やグラフなどを活用して分析する
・端末を活用して見やすくまとめる
・効果的にプレゼンテーションをする
・スライド、ポスター、動画等デジタルで表現する
・文章作成、表計算、発表等のアプリケーション
操作 ・クラウド上でのデータの共有 ・共同編集
による作品制作 をする

 情報活用能力を育成するための学習活動のイメージについて、現時点で想定されるものを以下のとおり例示
※ 以下は研究開発学校（春日井市、宮城教育大学）での実践や適時性等を踏まえ一般化したものであり、網羅性が担保されているものではないことに留意
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基本的なルー
ルを守り、長時
間利用に注意
して使う

デジタルに
体験的に
慣れ親しむ
デジタルで
・写真(動画)を撮る
・録音(録画)する
・動画等を視聴する
・絵を描く
・図形を操作し動かす



分類 項目 低学年 中学年 高学年 中学校

情報社会
に参画する
態度

情報社会の倫理 自分や人の考えやつくったものを大
切にしようする

情報にも、自他の権利があることを
知り、尊重する

情報社会における自分の責任や義
務について考えて行動する
個人の権利や、知的財産権を尊重す
る

情報社会において、責任ある態度
をとり、義務を果たす
望ましい情報社会の創造に参画し
ようとする

健康・安全への知
恵

情報機器を生活の中で正しく使う メディアとの関わりを意識して正し
く使う

メディアの特性を理解してその良さ
を活かすことができる

情報の信頼性を吟味することがで
きる
自他の安全面に配慮した情報メデ
ィアとの関わりを意識して行動す
ることができる

法の理解 人がつくったものを扱うときのルー
ルがあることを知る

人がつくったものを扱うためのルー
ルや決まりを守ることの社会的意味
を知り尊重する

情報を適切に取り扱うための法律が
あることを知り、法律を守って生活
する

情報社会で活動するために守るべ
きルールや法律を理解して適切に
行動する

セキュリティ 人に教えてよい情報と教えてはいけ
ない情報があることを知る

自分の情報を守るための仕組みが
あることを知る

情報セキュリティの基本的な知識に
ついて理解する

情報セキュリティの基本的な知識
について理解した上で、情報の安
全を確保するために必要な判断や
対応ができる

情報手段
の基本的
な操作等

入力 様々な手段(手書き入力等)で入
力をする

正確にローマ字入力をする 速く正確にローマ字入力をする 必要な入力操作を身体的に行うこ
とができる

アプリ オンラインツールを体験する 主要アプリケーションを活用する 主要アプリケーションを効果的に活
用する
連絡・情報共有アプリを
活用する

オンラインツールを目的に合わせ
て自由自在に活用する

共同編集 共同編集を体験する 共同編集で作品をつくるデータを
共有する
（classroom 以外）

コメント機能を効果的に使い作品を
つくる
方法を選択してデータを共有する（
権限設定）

共同編集の仕組みを理解し、互い
に学習の過程を参照しながら学習
を進める

基礎操作 起動やログイン等基礎的な操作を
する（タッチパッド操作、タッチ操
作、カメラ）

設定やアクセシビリティを理解する（
明るさ、ショートカット、スクショ）

設定を工夫して活用する
（２画面・タブの整理）動画や画像の
編集

自身の特性に合った設定をして活
用する

情報技術

プログラミング 身の回りにコンピュータで命令され
ているものがたくさんあることに気
づくとともに、簡単なプログラミン
グを体験する

アプリやプログラミングソフト等を使
用し、簡単なプログラムを作ることが
できる

プログラミングを活用して、身近な
生活で使える便利なものを作り、そ
の手順を説明することができる

課題や条件、目的に合わせて、アプ
リやプログラミングソフト等を自ら
選択し、プログラミングすることが
できる

情報科学（データ
分析）

データの保存や管理について知る 様々なデジタルデータの特性を知る デジタルデータを編集、加工、複製
できることを知る

様々なデジタルデータを問題解決
に活用することができる

情報科学（情報通
信技術）

コンピュータの簡単な仕組みや各部
の名称を知る

インターネット（クラウド）の仕組みを
知る

情報通信ネットワークの構成と、情
報を利用するための基本的な仕組
みを理解する

情報通信技術が様々な問題解決に
活かされることを理解する

情報活用能力の育成に係る研究開発を行う学校においては、各発達段階に応じた情報活用能力を育成する学習活動の実践が行
われている。

春日井市立出川小、高森台中学校 「情報の時間」教育課程系統表（「情報の時間」実施向けて整理した情報活用能力系統表）（出所：令和６年度 研究開発実施報告書）

※さらに「情報の時間」を学年ごとに、１年間の具体の学習活動等を整理した表が整理されている。
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研究開発学校における学習活動の実践：春日井市の取組例（１／２）



分類 項目 低学年 中学年 高学年 中学校

問題解決の
基礎等

課題の設定
教師が提示した複数の課題から
自分の課題を選択する

教師が提示した大きな課題をも
とに自分の課題を設定する
＜中核となる方法＞
・予想の検討

疑問や興味・関心に基づいて、自ら
課題を設定する
＜中核となる方法＞
・課題の共有

事物・事象、日常の中から問題を見
出し、解決可能な課題を設定する
＜中核となる方法＞
・KJ 法、ブレーンストーミング法
・仮説の設定

情報の収集

教師が与えた資料から情報を収
集する
伝えるために必要な事柄を集め
る
＜中核となる方法＞
・五感、図書館、写真・動画、インタビ
ュー

教師が示した複数の方法から選
択して情報を収集する
目的に合った情報を収集する
＜中核となる方法＞
・インターネット検索、教科書

目的を踏まえ、方法を選択したり組
み合わせたりして情報を収集する
情報の信頼性や妥当性を吟味し、
適切に情報を収集する
＜中核となる方法＞
・アンケート調査、実験
・メディアの特性理解

目的を踏まえ、情報収集の計画を
立てた上で複数のメディアから
情報を収集する
より効果的・効率的に情報収集をす
る
＜中核となる方法＞
・報告書（国や諸機関等）、論文、史料
・一次情報と二次情報の理解

整理・分析

教師が準備した枠組み（図表、思考
ツール）で整理する
＜中核となる方法＞
・比較する

教師が準備した枠組みから選択し
て整理・分析する
＜中核となる方法＞
・多面的にみる
・思考ツール
・表・グラフ作成（スプレッドシート）

目的を踏まえ、方法を選択したり組
み合わせたりして情報を整理し、そ
こから傾向を読み取ったり因果関
係を見つけたりする
＜中核となる方法＞
・関連付ける、分類する、抽象化する
等
・メディアの特性理解

目的を踏まえ、整理・分析の計画を
立てた上で情報を整理し、事実（
結果）と解釈（考察）に留意してデー
タを読む
＜中核となる方法＞
・クロス集計
・ヒストグラム、箱ひげ図
・相関分析

まとめ

相手に合った方法でまとめる
＜中核となる方法＞
・絵と文
・作文

相手や目的に合った方法でまと
める
＜中核となる方法＞
・ポスター
・新聞（ドキュメント）

相手や目的に合った方法で、より
効果的なものとなるよう工夫（デザ
イン等）してまとめる
＜中核となる方法＞
・サイト、レポート
・メディアの特性理解

よりメディアの特性を踏まえた
上で相手や目的に合った方法を
計画し、効果的なものとなるよう
工夫してまとめる
＜中核となる方法＞
・論文
・事実と解釈の弁別と思考の過程の
明確化
・概念の定義と言葉の正確な使い
分け

説明・発表

相手に合った方法で説明・発表する
＜中核となる方法＞
・スピーチ
※資料を見せながら

相手や目的に合った方法で説明・
発表する
＜中核となる方法＞
・プレゼンテーション（スライド）
※資料を指し示しながら

相手や目的に合った方法で、より
効果的なものとなるよう工夫（デザ
イン等）して説明・発表する
＜中核となる方法＞
・説明、発表、対話の技法
・メディアの特性理解

よりメディアの特性を踏まえた
上で相手や目的に合った方法を
計画し、効果的なものとなるよう
工夫して説明・発表する
＜中核となる方法＞
・議論（ディスカッション）
・事実と解釈の弁別と思考の過程の
明確化
・概念の定義と言葉の正確な使い
分け

振り返り

学習内容を振り返る
＜中核となる方法＞
・振り返りシート

学習内容と学習方法（学び方）の両
面から振り返り、自らの学習を評価・
改善する
＜中核となる方法＞
・振り返りの共有
・シンキングサイクルの認知

問題解決全体について学習内容
と学習方法の両面から振り返り、
自らの学習を評価・改善する
＜中核となる方法＞
・シンキングサイクルの枠組みによる
振り返り
・単元や学期レベルでの抽象度の高
い振り返り

問題解決全体における結果とプ
ロセスについて、学習内容と学習
方法の両面から振り返り、自らの
学習を評価・改善する
＜中核となる方法＞
・振り返りの相互評価
・他者評価
・メタ認知の理解

19

研究開発学校における学習活動の実践：春日井市の取組例（２／２）



①情報技術の「活用」における分類の考え方

20

情報活用能力をより具体的に捉えれば、学習活動にお
いて必要に応じてコンピュータ等の情報手段を適切に用
いて情報を得たり、情報を整理・比較したり、得られた情
報を分かりやすく発信・伝達したり、必要に応じて保存・
共有したりといったことができる力
（略）
このような学習活動を遂行する上で必要となる情報手段
の基本的な操作の習得（略）等も含むものである。

●総合的な学習（探究）の時間における学習指導要領
解説においては、探究的な学習における児童（生徒）
の学習の姿が示されており、探究的な学習の過程として
①課題の設定、②情報の収集、③整理・分析、④まと
め・表現 が示されている。

●上記の情報活用能力の側面は、探究的な学習の過程の各プロセスに効果的に寄与するものと考え
られることと、情報活用能力が探究的な学びを支える基盤と位置付けられることを踏まえ、探究的な
学習の過程との表現的な整合性を考慮して、①情報技術の「活用」を以下の分類で構成する。

●学習指導要領解説（総則編）においては、情報活用
能力を以下のように説明している。

➢ 課題の設定※
➢ 情報の収集
➢ 整理・分析
➢ まとめ・表現
➢ 基本的な操作

※「課題の設定」をする過程においては、情報を収集したり、整理・分析したり、まとめ・表現したりすることがある。その際、情報技術を活用して「情報の
収集」、「整理・分析」、「まとめ・表現」する情報活用能力が下支えするように機能することが想定される。

※ 出典：令和７年５月２２日教育課程企画特別部会資料１－１



●教育課程企画特別部会では、現行の学習指導要領で不足している情報技術の「適切な取扱
い」とは「情報技術を扱う際の留意事項に関すること（情報モラル、権利と責任等）」と示され、
具体的な課題として、メディアリテラシーの取組差の改善、フィルターバブルやエコーチェンバー等
情報技術の負の側面への対応等が挙げられている。
●文部科学省情報モラル指導カリキュラムでは、指導事項を「①情報社会の倫理、➁法の理解と
遵守、③安全への知恵、④情報セキュリティ、⑤公共的なネットワーク社会の構築」に分類。
●日本学術会議では情報教育課程の設計指針の中で情報社会・メディアと倫理・法・制度につい
て学ぶ「情報社会における情報の倫理と活用」を5領域の一つとして設定。

情報技術の「適切な取扱い」は、以上のことから、制度や権利等に関する分類として「法や制度」、責
任ある利用や望ましい情報社会の構築に関する分類として「倫理」、情報セキュリティ、メディアとの関
わり、心身に悪影響を及ぼさない活用等に関する分類として「安全」の３つの分類で構成する。

※１ 文部科学省，情報モラル指導カリキュラム案(2006)

法や制度 倫理 安全
情報技術に関わる法
令・ルール、著作権等
の権利、個人情報他

情報社会におけるマ
ナー、責任ある利用
他

情報セキュリティ、危
険回避、偽誤情報、メ
ディアや情報との関わ
り、健康影響他

※１

※２

※２ 日本学術会議 情報学委員会 情報学教育分科会，報告 情報教育課程の設計指針 ― 初等教育から高等教育まで(2020)

②情報技術の「適切な取扱い」における分類の考え方
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③情報技術の「特性の理解」における分類の考え方

情報教育の設計指針のカテゴリ 情報教育の設計指針での領域
A.情報およびコンピュータの原理

情報とコンピュータの原理
L.人工知能(AI)
E.計算モデル的思考

プログラミングF.プログラムの活用と構築
C.モデル化とシミュレーション/最適化
D.データとその扱い

情報の整理や作成・データの扱い
B.情報の整理とデザイン
G.コミュニケーションとメディアおよび協調作業 情報コミュニケーションや情報メディアの理解

J.システムとその設計
（総合情報処理能力）I.論理性と客観性

K.問題発見/問題解決
H.情報社会・メディアと倫理/法/制度 情報社会における情報の倫理と活用 

 情報教育は新しい教育分野であり、その各内容をどの学校段階でどの程度扱うかについて各学校段階を通して体系的に検討したものはこれまで
存在しなかったところ、令和２年９月、日本学術会議 情報学委員会 情報学教育分科会において、初等中等教育から、大学の共通教育・専
門基礎教育等に至るまでに学ぶべき情報学の内容・範囲が整理された「情報教育課程の設計指針」※が報告された。
※情報学の教育課程の設計指針であり、情報技術の活用に絞った「情報活用能力」を育成する教育とは異なることに留意。

 教育課程企画特別部会では、現行の学習指導要領で不足している情報技術の「特性の理解」とは「情報技術の特性の科学的な理解に関す
ること(コンピュータの仕組み、データ活用等)」と示され、具体的な課題として、学校種通じ、生成AI等の先端技術に関わる内容が明確に位
置付いていない等が挙げられている。

 現代社会においては情報技術を介する情報活用が前提となっていることを踏まえ、 情報学としての「情報教育課程の設計指針」に準拠して、情
報技術の「特性の理解」の学習内容の分類を構成。 日本学術会議において整理された枠組み

※３
※１ 現在同設計指針の改訂の検討がなされており、素案が公開されている。
※２ 高等教育の「数理・データサイエンス・AI教育」との接続性を踏まえ、データサイエンス等でモデリングやシミュレーションを扱うことから、「モデル化とシミュレー
ション」と「データとその扱い」を「データの扱い」として整理

※３「情報社会における情報の倫理と活用」については、「適切な取扱い」との親和性が高いため、「適切な取扱い」に分類 22

③情報技術の「特性の理解」での分類

情報及びコンピュータの原理
AI

アルゴリズム・プログラミング

データの扱い

デザイン
コミュニケーションやメディア

社会的役割

法や制度/倫理②情報技術の
「適切な取扱い」



情報技術の
※コンピュータ、情報
通信ネットワーク、AI、
メディア等

①活用

③特性
の理解

②適切
な取扱い

情報技術の基本的な
操作及び情報技術を
活用した情報の収集、
整理・比較、発信・
伝達等に関すること

情報技術の特性の科
学的な理解に関する
こと(コンピュータ
の仕組み、データ活
用等)

情報技術を扱う際の
留意事項に関するこ
と（情報モラル、権
利と責任等）

＜具体的な課題＞
 小学校において教科等に明確に位置付けが

なく、地域や学校による差が大きい
 探究の学習の過程において情報技術の活用

が十分ではない

＜具体的な課題＞
 メディアリテラシーについて学校の取組差が大き

い（発信源の確認、複数媒体の比較、ファク
トチェック等）

 急激なスピードで広がる負の側面への対応が
不十分（フィルターバブル、エコーチェンバー、デ
ジタルとアナログの適切な使い分け、長時間利
用の影響の理解を含むデジタルとの適切な距
離の置き方に関する自己調整）

＜具体的な課題＞
 小学校では扱われていない
 中学校では技術分野の一部での取扱いにとど

まる（産業や職業との関連が弱い）
 学校種通じ、生成AI等の先端技術に関わる

内容が明確に位置付けられていない

 小中高を通じた育成体系が不明確であることや、他国と比べ指導内容が不十分であること等の課題を踏まえれば、情報
活用能力の抜本的向上に向けた内容面の充実の方向性については、（１）どのように情報技術の活用の実態を高
めていくか（主に①活用）、（２）内容として不足している部分をどう充実するか（主に②適切な取扱い、③特性の
理解）という観点で総合的に整理することが重要

  ※指導体制の整備と併せて、技術の進展に伴い、教育内容が妥当性を失うことを防ぎ、教師の負担を可能な限り減らす仕組みを構築する必要

情報活用能力の抜本的向上に係る主な課題

23

補足イメージ４－①

令和７年９月２５日 教育課程企画特別部会論点整理



現
状

改
善
の
方
向
性

小学校 中学校 高等学校

③ 情報科で内容を学ぶ
（情報Ⅰが必履修、
情報Ⅱが選択科目）

② 技術・家庭科（技術分
野）の内容の一領域
（情報の技術）で学ぶ

① 各教科等の学習活動を
通じて学ぶ（どこで何を
学ぶか明記なし）

② 学ぶ内容を深め・広げる（情報
の技術以外の領域でも産業の
現状も踏まえ、情報技術活用
の観点を重視）

③ ①②の検討を踏まえ、情報科
の内容を深める方向で改善

・リアルな学びをデジタルで支える
・探究的な学びと連携して育成 これらの視点から内容を体系化

情報活用能力の抜本的向上の方向性イメージ（教育課程の改善）

① 一定の時間を確保して内容の着
実な育成を図る（総合的な学習
の時間における探究的な学びとの
具体的な連携の在り方に配慮）

各教科等 技術・家庭科 技術分野 情報科

24

情報の領域（仮称）
（総合的な学習の時間に付加） 情報・技術科（仮称） 情報科

補足イメージ４－②

令和７年９月２５日 教育課程企画特別部会論点整理



探究的な学びの基盤となる情報活用能力の整理

情報技術の

活用
情報技術の
適切な
取扱い

情報技術の
特性の
理解

中学校 高等学校
1

2

3

 情報技術を自由自在に活用し、自らの人生や社会のために課題解決や探究ができる力がこ
れからの時代を生きる上で不可欠であることから、「①活用」を情報活用能力の中核的な構成
要素と整理

 「①活用」する力を発揮するためには、併せて認知や行動に与えるリスクに対応する「②適切な
取扱い」が必要となること、仕組みや背景を含めた情報技術の「③特性の理解」によって、より
効果的な活用や適切な取扱いが可能になることを踏まえ、②③を①を発揮するための構成要
素と整理

 高校段階では、高等教育段階での数理・データサイエンス・AI教育の動向とも連動し、文理を
問わず生成AI時代に不可欠な基礎的な素養である「特性の理解」を身に付けられるよう、内
容を充実

2. 上記整理に基づき、おおむね以下のようなイメージで発達段階に即した学習活動を検討すべき
✓小学校段階………体験的な活動を重視し、「①活用」を中核としながら、「②適切な取扱い」、「③特性の理解」と相まって培う
✓中学校段階以降…各要素の内容を深めつつ、より抽象的・科学的な理解を必要とする「③特性の理解」を一層重視

（情報・技術科（仮称） ） （情報科）

①活用

②適切な
取扱い

③特性の
理解

 写真・動画
を撮影する

 インターネット等で情報収集する
 表やグラフを作成し整理・分析する
 スライドを見やすく工夫して表現する

 ルールを
守って大
切に使う

低学年 中・高学年
小学校

 アンケート結果やセンサで得たデータを集計・
分析する

 メディアごとの特性や、どのような情報が伝わり
やすいのかを考えながらレイアウトなどを決める

 情報処理の仕組みやコンピュータの構成、
生成AI等の基本的な仕組み等を理解する

 身近な課題を解決するプログラムを制作する

 情報がどのように加工され伝わり影響を与えるのか、
メディアを比較しながら理解する

 多様なセキュリティ対策・対応を学ぶ
 自他の権利や法を理解し、適切に情報を扱う

情報技術の基本的な操作及び情報技術を活用し
情報の収集、整理・比較、発信・伝達等する活動

 メディアによって、得られる情報や印象
が異なることを知る

 インターネットの危険性や、情報セキュ
リティの基本を知る

 長時間利用の影響を知る
 クラウドを用いて共同編集する
仕組みを知る

 プログラミングを体験したり、
生成AIの出力から特性を知る

１．情報活用能力を構成する各要素の関係を以下のとおり整理すべき

（活用を通
 して体験
的に学ぶ）

小・中学校で
整理した系統
性を踏まえ、情
報科の内容を
更に充実する
方向で検討

※上記の学習活動の例は網羅的に示したものではなく、今後更に専門的な整理・検討が必要。特にタイピングは国語科との役割分担を検討する必要 25

補足イメージ４－③

（情報の領域（仮称））
（総合的な学習の時間に付加）

令和７年９月２５日 教育課程企画特別部会論点整理



【技術分野の現状と課題】
 現代のものづくりはデジタル技術の恩恵で大きく変化（産業現場ではデジタル技術の活用が急速に浸透 ）
 ノーコードや生成AIなどいわゆる「デジタル技術の民主化」で、一人ひとりの思いや願い、意志を具現化し得るチャン
スが拡大。また、多くの子供たちが担う地域経済においては、いわゆる「アドバンスト・エッセンシャルワーカー」（※）が
求められている中、DXによる生産性向上の余地も大きい （※）デジタル技術等も活用して、現在よりも高い賃金を得るエッセンシャルワーカー

こうした視点で現行の学習指導要領を見ると、下記の課題
（１）デジタル技術の学習が「D情報の技術」に閉じており、内容も諸外国と比べて見劣りする
（２）他の３領域（A材料と加工、B生物育成、Cエネルギー変換）でデジタル技術との関連が図られていない
（３）全体として、技術を活かして一人ひとりが実生活・実社会の課題解決を行う取組が不十分

Ａ材料と加工の技術
（木材での作品製作等）

Ｂ生物育成の技術
（作物栽培等）

Ｃエネルギー変換の技術
（電気回路等）

Ｄ情報の技術
（情報メディアの特徴、プログラミン
グによる問題解決等）

（１）①情報技術の活用、②情報技術の
適切な取扱い、③情報技術の特性の理解の
観点から、小学校段階での改善を土台として
、大幅な充実（生成AI,プログラミング、情報
セキュリティ等）を行うとともに、他の３領域の
基盤と位置付けるべき

これを踏まえ、以下の方向で改善を図ることとしてはどうか（詳しくは情報・技術WGで検討）

（2）ABCの３領域について、３Dプリンタ、
センシングデータ、シミュレータの活用等、情報
技術との関わりを強化する観点から、取り扱う
内容を充実すべき

（3）４領域を横
断する内容を含め
、技術を活用して
実生活・実社会の
課題を探究的に解
決する内容の充実
を図るべき

中学校 情報・技術科（仮称）の論点と方向性
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補足イメージ４－④

令和７年９月２５日 教育課程企画特別部会論点整理
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